
当
館
が
所
蔵
す
る
「
町
触
控

（
Ａ
三
一
七-

五
七-

」

二

は

明
和
七
年

一
七
七
〇

か
ら
明
治
二
年

一

）

、

（

）

（

八
六
九
）
に
至
る
秋
田
藩
が
城
下
や
そ
の
他
領
内
の
各

所
に
命
じ
た
法
令
集
成
で
す
。
城
下
お
よ
び
在
郷
給
人

を
対
象
と
し
た
御
触
書
留
を
中
心
と
し
、
ほ
か
に
町
奉

行
支
配
の
町
人
や
郡
方
支
配
の
農
村
へ
の
御
触
書
留
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

財
政
を
含
め
た
藩
の
施
策
や
改
革
に
つ
い
て
の
も
の

、

。

が
多
い
中
で

写
真
の
よ
う
な
町
触
も
目
を
ひ
き
ま
す

以
前
よ
り
禁
止
し
て
い
た
お
堀
で
の
釣
り
が
止
ま

ず
、
近
年
は
網
な
ど
を
使
っ
て
の
漁
を
行
っ
た
り
、
お

城
や
お
堀
の
土
手
を
往
来
す
る
者
が
い
る
の
で
取
り
締

ま
り
を
強
化
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

こ
の
後
も
似
た
よ
う
な
町
触
は
何
度
か
出
さ
れ
、
そ

の
行
為
も
「
洗
物

・

水
遊

・

塵
芥
捨
」
な
ど
エ
ス

」
「

」
「

カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
夜
中
に
集
ま
っ
て
相
撲
を
と
っ
た

り
、
内
町
で
夜
中
笛
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
騒
ぎ
立
て
る
不

届
き
者
が
い
る
こ
と
が
「
町
触
控
」
か
ら
わ
か
り
、
当

時
の
世
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
詳
し
い
人
相
書
か
ら
は
、
列
記
さ
れ
た
指
名

手
配
者
の
顔
や
身
な
り
の
特
徴
に
想
像
が
ふ
く
ら
ん
だ

り
、
刀
・
脇
差
が
拾
わ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
触

書
が
あ
ま
り
に
多
く
、
武
士
の
品
格
を
思
わ
ず
疑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

「
町
触
控
」
は
、
秋
田
藩
の
政
治
や
当
時
の
人
々
の

生
活
を
知
り
う
る
魅
力
的
な
古
文
書
で
す
。

（
翻
刻
文
）

於
御
堀
魚
釣
候
儀
者
以
前
よ
り
堅
く

御
停
止
ニ
候
処
、
近
来
於
御
堀
魚
釣
、

或
は
網
ニ
而
魚
を
取
、
剰
礫
を
打
、

御
堀
江
入
徒
致
、
又
者
土
手
并
御
堀

端
通
小
土
手
之
上
往
来
致
候
者

猥
ケ
敷
相
聞
得

（
後
略
）

、

「
町
触
控
」
は
全
三
十
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ほ
か
に
五
冊
の
「
町
触
控
目
録

（
Ａ
三
一
七-

五
七-

」

一
）
が
あ
り
ま
す
。
当
館
の
資
料
は
ど
な
た
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。

直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い

（
太
田

研
）

秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
所
蔵
す
る
行
政
文
書
や
古

文
書
を
活
用
し
た
次
の
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
な
る
「
公

文
書
館
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

は
じ
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
対
象
の
「
古
文
書
入
門

コ
ー
ス
」
は
、
公
文
書
館
の
古
文
書
を
読
む
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
始
ま
り
、
絵
図
や
系
図
の
見
方
・
読
み
方

「
国

、

典
類
抄

「
町
触
控
」
な
ど
秋
田
藩
の
記
録
、
最
後
に

」

応
用
と
し
て
「
北
家
御
日
記
」
を
読
み
、
古
文
書
の
基

礎
知
識
や
解
読
の
初
歩
を
学
び
ま
す
。

古
文
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
、
現
在
勉
強
し
て

い
る
方
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
方
に
は
、
一
歩
進
ん

で
「
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
」
が
お
勧
め
で
す
。
藩
政
史

研
究
の
基
本
と
な
る
「
国
典
類
抄

・

御
亀
鑑
」
は
も

」
「

ち
ろ
ん

「
岡
本
元
朝
日
記

・

宇
都
宮
孟
綱
日
記
」

、

」
「

・

東
堤
上
書
」
ほ
か
、
宝
暦
銀
札
事
件
に
関
す
る
古

「
文
書
も
使
用
し
、
解
読
の
知
識
や
方
法
を
よ
り
深
め
る

と
と
も
に
歴
史
的
背
景
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
資
料
や
公
文
書
館
の
諸
活
動
に
対
し
興

、

、

味
・
関
心
が
あ
る
方
に
は

当
館
の
資
料
利
用
方
法
や

資
料
保
存
活
動
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

「

」

。

目
的
と
し
た

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す

昨
年
度
に
引
き
続
き
戦
国
時
代
の
秋
田
に
つ
い
て
の
解

説
の
ほ
か

「
県
政
映
画
」
か
ら
見
る
秋
田
の
世
相
、

、

今
年
度
の
企
画
展
か
ら
電
気
に
み
る
秋
田
の
近
代
化
、

そ
し
て
、
今
年
三
月
に
目
録
刊
行
さ
れ
た
佐
竹
文
庫
の

魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

受
付
開
始
は
六
月
九
日
（
木
）
か
ら
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
当
館
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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明和九年辰五月八日被仰渡

公
文
書
館
講
座
の
ご
案
内

【発行】

秋 田 県 公 文 書 館
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第 号40

鹿
角

当
館
閲
覧
室
に
て
「
公
文
書
館
収
蔵
資
料
に
み
る

」
展
示
中
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
平

・
小
坂

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
至
る
絵
図
や
公
文
書
の
一

部
を
展
示
し
て
い
ま
す

ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

。

と
る
な
！

は
い
る
な
！

泳
ぐ
な
！

～
「
町
触
控
」
よ
り
～



古文書倶楽部 第 号 （ 年 月）40 2011 5

東
日
本
が
未
曾
有
と
も
云
わ
れ
る
凄
ま
じ
い
地
殻
変

動
に
襲
わ
れ
て
か
ら
早
二
ケ
月
、
地
震
・
津
波
・
原
発

事
故
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
人
間
ら
し
い
生
活
の
復
活
に

向
け
た
息
長
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
古
来
日
本
は

地
震
列
島
で
あ
り
、
地
震
と
わ
た
し
た
ち
と
の
付
き
合

い
は
古
く
て
長
い
。

江
戸
時
代
の
秋
田
に
絞
っ
て
み
て
も

正
保
元
年

一

、

（

六
四
四
）
の
本
荘
地
震
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の

能
代
地
震
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
象
潟
地
震
、

そ
し
て
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
の
男
鹿
地
震
と
、
四

回
も
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

能
代
地
震
は
、
そ
れ
ま
で
野
代
と
記
さ
れ
て
い
た
こ

の
地
の
地
名
を
能
く
代
る
、
す
な
わ
ち
能
代
と
書
き
改

め
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
地
震
を
忌
み
嫌
う
当

時
の
人
々
の
気
持
ち
を
示
す
興
味
深
い
故
事
と
し
て
伝

わ
り
、
図
上
に
こ
の
時
の
八
郎
潟
の
隆
起
を
記
し
た
六

郡
絵
図
も
残
っ
て
い
る
。
秋
田
で
の
地
震
に
よ
る
隆
起

と
言
え
ば
、
象
潟
地
震
が
そ
の
最
た
る
も
の
。
松
尾
芭

蕉
が
『
奥
の
細
道
』
で
松
島
と
対
比
し
て
絶
賛
し
た
海

に
浮
か
ぶ
島
々
が
織
り
成
す
景
勝
地
を
、
陸
地
に
一
変

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
自
然
の
威
力
は
計
り
知
れ

な
い
。
こ
の
た
び
の
大
震
災
で
松
島
の
被
災
状
況
が
そ

う
酷
く
な
か
っ
た
ら
し
い
と
の
情
報
は
、
激
甚
中
と
は

申
せ
、
し
ば
し
心
を
鎮
め
て
く
れ
た
。

と
こ
ろ
で
秋
田
の
地
震
を
近
代

文
化
の
男
鹿
地
震

に
ま
で
引
っ
張
っ
て
く
れ
ば
、
被
災
は
男
鹿
地
域
が
比

較
的
多
い
。
昭
和
の
二
回
の
震
災
、
と
り
わ
け
日
本
海

中
部
地
震
に
お
け
る
津
波
の
被
害
は
今
な
お
記
憶
に
刻

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

古
文
書
が
記
す
藩
政
期
秋
田
の
地
震
災
害

―

文
化
七
年
の
男
鹿
地
震
の
こ
と
ど
も

―

、

「

」

、

印
さ
れ
て
い
る
が

本
紙
は

古
文
書
倶
楽
部

ゆ
え

文
化
七
年
の
地
震
に
焦
点
を
絞
る
。
こ
の
地
震
に
つ
い

て
知
る
手
掛
か
り
は
秋
田
藩
編
の
『
御
亀
鑑

、
秋
田

』

県
編
の
『
昭
和
十
四
年
男
鹿
地
方
震
災
誌
』
の
前
段
部

分
と
、
た
ま
た
ま
震
災
時
に
男
鹿
に
い
た
菅
江
真
澄
が

記
し
た
「
牡
鹿
の
寒
か
ぜ
」
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
災
害

に
お
け
る
藩
の
対
応
は
「
伊
豆
園
茶
話
」
収
録
の
第
九

代
藩
主
佐
竹
義
和
の
御
自
筆
写
な
ど
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

『
震
災
誌
』
に
よ
れ
ば
吟
味
役
安
藤

地
震
の
予
兆

又
兵
衛
調
査
団
が
藩
に
出
し
た
報
告
と
し
て
、
湖
水
の

色
の
変
化
が
激
し
く
、
多
数
の

が
死
ん
で
浮
く
よ
う

鰡ぼ
ら

に
な
っ
た
八
郎
潟
の
異
常
が
予
兆
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。

群
発
地
震
が
八
月
十
六
日
よ
り
始

地
震
の
始
ま
り

ま
り
、
本
震
に
襲
わ
れ
た
の
が
二
十
七
日
で
あ
る
。
同

報
告
に
よ
れ
ば

「
一
震
来
る
や
否
や
立
て
る
も
の
は

、

倒
れ
、
起
き
る
も
の
は
転
ぶ
。
家
は
潰
れ
、
親
は
子
を

顧
み
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
子
は
親
を
救
う
あ
た
わ
ざ
る

は
こ
の
時
の
勢
い
な
り
（
中
略
）

さ
て
山
野
に
お
り

候
も
の
一
時
に
飛
び
倒
さ
れ
、
田
中
に
お
り
候
も
の
は

転
げ
て
泥
に
ま
み
れ
、
山
は
め
り
め
り
鳴
り
渡
り
、
あ

る
い
は
崩
れ
、
あ
る
い
は
樹
木
相
合
う
さ
ま
は
恐
ろ
し

と
も
云
わ
ん
か
た
な
し
（
後
略

」
と
い
う
有
り
様
で

）

あ
っ
た
。

『

』

。

藩
の
対
応

こ
こ
か
ら

御
亀
鑑

の
出
番
で
あ
る

同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
事
は
直
ち
に
江
戸
在
府
中
の

九
代
藩
主
義
和
に
急
報
さ
れ
、
九
月
十
六
日
御
用
番
老

中
土
井
大
炊
頭
へ
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
私
領

分
出
羽
国
秋
田
郡
男
鹿
之
内
去
月
二
十
七
日
山
焼
と
相

見
得
地
下
致
鳴
動
昼
時
過
ニ
至
山
崩
大
地
震
ニ
而
秋
田

郡
山
本
郡
村
々
之
内
凡
千
軒
余
潰
家
並
怪
我
人
等
も
有

之
趣
申
来
候
」
と
い
う
も
の
で

「
委
細
之
義
は
取
調

、

之
上
追
而
御
届
」
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
御
用
番
老
中
松
平
伊
豆
守
に
委
細
が
届
け
ら

れ
た
の
は
十
月
二
十
四
日
。
潰
家
一
四
三
七
軒
、
死
人

六
一
人
で
あ
る

藩
主
は
こ
の
惨
状
に
直
書
を
下
し

承

。

「

り
て
よ
り
昼
夜
地
震
の
既
に
心
に
は
な
れ
ず
、
何
に
も

手
に
つ
き
申
さ
ず
相
暮
し
候
」
と
嘆
き
悲
し
み
の
心
を

伝
え
、
藩
の
郡
方
の
指
示
の
も
と
に
怪
我
人
に
は
薬
用

人
参
が
下
付
さ
れ
た
。
藩
主
と
領
民
を
一
体
化
さ
せ
る

郡
方
が
機
能
し
て
い
る
こ
の
地
震
対
策
か
ら
は

「
仁

、

政
の
実
現
」
を
掲
げ
て
藩
政
改
革
に
取
り
組
み
、
名
君

と
も
称
さ
れ
る
佐
竹
義
和
の
施
政
方
針
の
一
端
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（
渡
部
紘
一
）

。
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